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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同軸ケーブルアセンブリであって、
　導体が露出している終端を有する同軸ケーブルと、
　前記同軸ケーブルを保持し、前記露出した導体を受容する導体スロットを有するケーブ
ルハウジングと、
　前記ケーブルハウジングにつながり、前記同軸ケーブルの前記終端に電気的な遮蔽を提
供するケーブルシールドと、
を含み、前記ケーブルハウジングが回路基板につながるように構成され、前記露出した導
体が前記回路基板の信号用パッドに電気的に接続するように直接係合し、
　前記回路基板に載置されるように構成されているベースシェルをさらに含み、前記ベー
スシェルが、前記露出した導体を前記信号用パッドに押しつけるように前記ケーブルハウ
ジングおよび前記ケーブルシールドの少なくとも１つに対してばね付勢されるばねレバー
を含む、同軸ケーブルアセンブリ。
【請求項２】
　前記導体が、分離可能な界面において前記回路基板の前記信号用パッドに直接つながる
ように構成されている、請求項１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。
【請求項３】
　前記導体が、前記同軸ケーブルの中心ワイヤーを含み、前記信号用パッドに直接係合す
るように前記中心ワイヤーが前記導体スロット内で保持されている、請求項１に記載の同
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軸ケーブルアセンブリ。
【請求項４】
　前記導体が、前記同軸ケーブルの中心ワイヤーと前記中心ワイヤーに終端処理されるく
さび状の接触部とを含み、前記信号用パッドに直接係合するように前記くさび状の接触部
が前記導体スロット内に保持されている、請求項１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。
【請求項５】
　前記ケーブルハウジングが前記ケーブルハウジングの端部においてノーズを含み、前記
導体スロットが前記ノーズにおいて提供され、前記信号用パッドに直接載置されるように
前記導体が前記ノーズにおいて露出している、請求項１に記載の同軸ケーブルアセンブリ
。
【請求項６】
　前記ケーブルハウジングが、前記回路基板に対してばね付勢されるように構成され、前
記ケーブルハウジングが前記回路基板につながれる際に前記露出した導体が前記信号用パ
ッドに対して押しつけられている、請求項１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。
【請求項７】
　前記ケーブルシールドが前記同軸ケーブルの外側導体に電気的に接続されている、請求
項１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。
【請求項８】
　前記ケーブルハウジングが前記ケーブルシールド内に頭頂部を含み、前記導体が前記同
軸ケーブルの中心ワイヤーを含み、前記中心ワイヤーが前記頭頂部の周りで曲げられ、前
記信号用パッドに対して押しつけられるように構成された先端を規定する、請求項１に記
載の同軸ケーブルアセンブリ。
【請求項９】
　前記ケーブルハウジングが前記回路基板に対向するように構成されている底部を含む、
請求項１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。
【請求項１０】
　前記ベースシェルが前記回路基板の前記信号用パッド上の前記回路基板につながるよう
に構成され、前記ベースシェルが空洞を有し、前記ケーブルハウジングおよびケーブルシ
ールドが前記ベースシェルの前記空洞内に装着され、前記ベースシェルが前記ケーブルハ
ウジングを保持している、請求項１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書の内容は概して同軸ケーブルアセンブリに関連する。
【背景技術】
【０００２】
　同軸ケーブルアセンブリは、一般的に同軸ケーブルの端部に終端処理されるコネクター
を含む。そのコネクターは、同軸ケーブルの中心ワイヤーに終端処理される中心接点、お
よび同軸ケーブルの編組線（cable braid）または外側導体に終端処理されるシールド体
を含む。コネクターは、補完的に連結し、連結コネクターによって保持される連結接点を
有するコネクター（例えば、プラグおよびレセプタクル）に終端処理される。連結コネク
ターは、回路基板に直接終端処理をされてもよく、電気的接触をするコネクターと回路基
板との界面を作る。
【０００３】
　このような同軸ケーブルアセンブリはデメリットなしにはありえない。例えば、システ
ムは、多くの部品、および回路基板の信号用パッドと同軸ケーブルアセンブリの中心ワイ
ヤーとの間の多くの界面を含む。例えば、典型的なシステムは、１）回路基板と連結接点
、２）連結接点と中心接点および３）中心接点と中心ワイヤー、に規定される３つの界面
を含む。それぞれの界面は信号劣化（signal degradation）を引き起こし得る。加えて、
連結コネクターおよび同軸ケーブルアセンブリのコネクターは、積み重ねることによる問
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題があり、回路基板の上部の全体の高さまたは外形を増加させる。いくつかの用途では、
薄型のコネクターが望まれる。さらに、回路基板に連結コネクターを備え付けることは、
例えば回路基板に連結接触部をはんだ付けするような、組立時間を増加させる。
【０００４】
　費用効率が高く信頼性のある方法で回路基板につながることができる同軸ケーブルアセ
ンブリについての必要性が依然としてある。
【発明の概要】
【０００５】
　１つの実施形態において同軸ケーブルアセンブリは、導体が露出している終端を有する
同軸ケーブルを備えて提供される。ケーブルハウジングは同軸ケーブルを保持し、露出し
た導体を受容する導体スロットを有する。ケーブルシールドはケーブルハウジングにつな
がり、同軸ケーブルの終端に電気的な遮蔽を提供する。ケーブルハウジングは回路基板に
つながり、そこに電気的に接続するために露出した導体が回路基板の信号用パッドに直接
係合する（engage）ように構成されている。
【０００６】
　必要に応じて、分離可能な界面で回路基板の信号用パッドに直接つながるように導体が
構成されてもよい。導体は、信号用パッドに直接係合するための導体スロット内に保持さ
れる同軸ケーブルの中心ワイヤーを含んでもよい。導体は、同軸ケーブルの中心ワイヤー
および中心ワイヤーに終端処理されたくさび状の接触部を含んでもよく、導体スロット内
で保持されているくさび状の接触部により信号用パッドに直接係合する。
【０００７】
　必要に応じて、ケーブルハウジングは、ケーブルハウジングの端部でノーズ（または先
端、nose）を含んでもよく、ノーズにおいて、導体スロットが提供され、また信号用パッ
ドに直接載置されるように導体が露出する。ケーブルハウジングは回路基板に対してばね
付勢されても(spring biased）よく、ケーブルハウジングが回路基板につながれた際、露
出した導体は信号用パッドに押しつけられる。ケーブルシールドは、同軸ケーブルの外側
導体に電気的に接続してもよい。ケーブルハウジングは、ケーブルシールドの内部に頭頂
部（crown）を含んでもよく、同軸ケーブルの中心ワイヤーは頭頂部の周りに曲げられ、
信号用パッドに対して押しつけられるように構成されている先端を規定する。
【０００８】
　必要に応じて、アセンブリは回路基板に載置されるように構成されているベースシェル
を含んでもよい。ベースシェルは、露出した導体を信号用パッドに押しつけるように、ケ
ーブルハウジングおよびケーブルシールドの少なくとも１つに対してばね付勢されるばね
レバーを含んでもよい。ケーブルハウジングは、回路基板に対向するように構成されてい
る底部を含んでもよい。
【０００９】
　別の実施形態において、同軸ケーブルアセンブリは、回路基板の信号用パッド上の回路
基板につながるように構成されているベースシェルを有して提供される。アセンブリはま
た、終端を有する同軸ケーブルも含み、終端において導体が露出する。ケーブルハウジン
グは、同軸ケーブルを保持し、露出した導体を受容する導体スロットを有する。ケーブル
シールドはケーブルハウジングにつながり、同軸ケーブルの終端に電気的な遮蔽を提供す
る。ケーブルハウジングおよびケーブルシールドはベースシェルの空洞内に装着され、ベ
ースシェルはケーブルハウジングを保持し、電気的に接続するために露出した導体が直接
回路基板の信号用パッドに係合するように構成されている。
【００１０】
　さらなる実施形態において、同軸ケーブルアセンブリは、終端を有する同軸ケーブルを
備えて提供される。導体は終端において露出する。導体は同軸ケーブルの中心ワイヤーを
含み、導体は中心ワイヤーの端部に終端処理されたくさび状の接触部を含む。アセンブリ
は、同軸ケーブルを保持し、くさび状の接触部を受容する導体スロットを有するケーブル
ハウジングを含む。ケーブルシールドはケーブルハウジングにつながり、同軸ケーブルの
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終端に電気的な遮蔽を提供する。ケーブルハウジングは、回路基板につながるように構成
され、電気的に接続するためにくさび状の接触部が直接回路基板の信号用パッドに係合す
る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、１つの例示的な実施形態に従い形成される同軸ケーブルアセンブリの上
面斜視図である。
【図２】図２は、同軸ケーブルアセンブリの部分的な分解図である。
【図３】図３は、同軸ケーブルアセンブリの一部の部分的な分解図である。
【図４】図４は、１つの例示的な実施形態に従い形成されるケーブルサブアセンブリの正
面図である。
【図５】図５は、ケーブルサブアセンブリの底面図である。
【図６】図６は、ケーブルサブアセンブリの側面図である。
【図７】図７は、ベースシェルに装着されているケーブルサブアセンブリを示す同軸ケー
ブルアセンブリを例示する。
【図８】図８は、ベースシェルに装着されているケーブルサブアセンブリを示す同軸ケー
ブルアセンブリの側面である。
【図９】図９は、同軸ケーブルアセンブリの側面図である。
【図１０】図１０は、同軸ケーブルアセンブリの断面図である。
【図１１】図１１は、１つの例示的な実施形態に従い形成されるケーブルサブアセンブリ
の分解図である。
【図１２】図１２は、図１１に示す同軸ケーブルアセンブリの断面図である。
【図１３】図１３は、図１１に示す同軸ケーブルアセンブリについてのケーブルサブアセ
ンブリの正面図である。
【図１４】図１４は、図１３に示すケーブルサブアセンブリの正面斜視図である。
【図１５】図１５は、図１３に示すケーブルサブアセンブリの側面図である。
【図１６】図１６は、図１３に示すケーブルサブアセンブリの底面図である。
【図１７】図１７は、例示的な実施形態に従い形成されるケーブルサブアセンブリの分解
図である。
【図１８】図１８は、図１７に示す同軸ケーブルアセンブリの断面図である。
【図１９】図１９は、図１７に示す同軸ケーブルアセンブリのケーブルサブアセンブリの
正面図である。
【図２０】図２０は、図１９に示すケーブルサブアセンブリの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、１つの例示的な実施形態に従い形成された同軸ケーブルアセンブリ１００の上
面斜視図である。図２は、同軸ケーブルアセンブリ１００の部分的な分解図である。同軸
ケーブルアセンブリ１００は回路基板１０２に載置されるように構成されている。１つの
例示的な実施形態において同軸ケーブルアセンブリ１００は、その間の中間コネクターを
必要とすることなく、直接回路基板１０２に接続される。
【００１３】
　同軸ケーブルアセンブリ１００は、同軸ケーブル１０４、ケーブルハウジング１０６、
ケーブルシールド１０８およびベースシェル１１０を含む。同軸ケーブル１０４、ケーブ
ルハウジング１０６およびケーブルシールド１０８は、ベースシェル１１０に挿入される
ように構成されているケーブルサブアセンブリ１１１を規定し、同軸ケーブル１０４を回
路基板１０２に電気的に終端処理する。ベースシェル１１０は、回路基板１０２に直接載
置される。同軸ケーブル１０４はケーブルハウジング１０６の中で受容され、ケーブルシ
ールド１０８はケーブルハウジング１０６につながり、同軸ケーブル１０４に電気的な遮
蔽を提供する。同軸ケーブル１０４、ケーブルハウジング１０６およびケーブルシールド
１０８は、ベースシェル１１０内に装着され、同軸ケーブル１０４は回路基板１０２に直
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接つながる。
【００１４】
　図２に示すように、同軸ケーブル１０４は導体１１２、導体１１２を取り囲む絶縁体１
１４、絶縁体１１４を取り囲む外側導体１１６および外側導体１１６を取り囲む外部被覆
１１８を含む。１つの例示的な実施形態において、導体１１２は同軸ケーブル１０４の中
心ワイヤーにより規定され、以降、中心ワイヤー１１２として呼んでよい。絶縁体１１４
は中心ワイヤー１１２を外側導体１１６から絶縁する。必要に応じて、外側導体１１６は
編組線、箔または中心ワイヤー１１２に対する他の種類の遮蔽であってもよい。同軸ケー
ブル１０４は、同軸ケーブル１０４の終端１２０を剥離することにより準備され、中心ワ
イヤー１１２を露出する。必要に応じて、さらに外側導体１１６も終端１２０において露
出してもよい。
【００１５】
　導体１１２の露出部分は、回路基板１０２に直接電気的につながるように構成されてい
る。外側導体１１６の露出部分は、ケーブルシールド１０８および／またはベースシェル
１１０に電気的に接続するように構成されている。１つの例示的な実施形態において、ベ
ースシェル１１０はケーブルシールド１０８および／またはケーブルハウジング１０６を
押し付け、中心ワイヤー１１２を回路基板１０２に押し付け、それらに電気的に接続する
。分離可能で、押し込み可能な電気的接続は中心ワイヤー１１２と回路基板１０２との間
で、例えば回路基板１０２上の信号用パッドに対して行われる。
【００１６】
　ケーブルハウジング１０６は、同軸ケーブル１０４を受容するケーブルチャネル１２２
を含む。必要に応じて、同軸ケーブル１０４は締まり嵌めによってケーブルチャネル１２
２内に保持される。あるいは、保持機能は、ケーブルチャネル１２２内で同軸ケーブル１
０４を固定するように提供されてもよい。ケーブルチャネル１２２は同軸ケーブル１０４
を受容するように成形されてもよい。必要に応じて、ケーブルチャネル１２２は複数の異
なる直径の同軸ケーブル１０４を受容し、複数の異なるサイズの同軸ケーブル１０４を収
容してもよい。
【００１７】
　ケーブルハウジング１０６は、ケーブルハウジング１０６の前端においてノーズ１２４
を含む。導体スロット１２６はノーズ１２４において提供される。必要に応じて、導体ス
ロット１２６はノーズ１２４の前部で開口してもよい。あるいは、導体スロット１２６は
、ノーズ１２４を通る内部の通路（an internal passage）であってもよい。導体スロッ
ト１２６は中心ワイヤー１１２を受容し、絶縁体１１４の一部を受容してもよい。必要に
応じて、導体スロット１２６は外側導体１１６の一部を受容してもよい。組立の際、同軸
ケーブル１０４の終端１２０はノーズ１２４に巻き付けられ、中心ワイヤー１１２は導体
スロット１２６内に受容される。中心ワイヤー１１２はケーブルハウジング１０６の底部
１２８に巻きつく。底部１２８は一般的にケーブルチャネル１２２の反対側にある。ケー
ブルハウジング１０６はベースシェル１１０内に受容され、底部１２８は回路基板１０２
と平行に延在する。中心ワイヤー１１２の露出部分は、回路基板１０２に直接終端処理さ
れるように、底部１２８に沿って露出する。
【００１８】
　図３は、ケーブルサブアセンブリ１１１の部分的な分解図である。同軸ケーブル１０４
は、ケーブルハウジング１０６につながれて示されている。同軸ケーブル１０４はケーブ
ルチャネル１２２内で受容される。同軸ケーブル１０４の終端１２０はノーズ１２４に巻
き付けられ、終端１２０は導体スロット１２６で受容される。必要に応じてノーズ１２４
は、同軸ケーブル１０４が滑らかに移動できるように丸みを帯びてもよい。１つの例示的
な実施形態において、外側導体１１６の一部はノーズ１２４に沿って露出する。
【００１９】
　ケーブルハウジング１０６は、向かい合った側面１３０、１３２を含む。側面１３０、
１３２は、そこから外側に広がる留め具（catch）１３４を有する。留め具１３４は、ケ
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ーブルシールド１０８をケーブルハウジング１０６に固定するように用いられる。側面１
３０、１３２はケーブルハウジング１０６の上部１３６にまで延在する。１つの例示的な
実施形態において、ケーブルチャネル１２２は上部１３６を通って開口し、同軸ケーブル
１０４は、開口した上部１３６を通ってケーブルチャネル１２２の上に装着されてもよい
。あるいは、上部１３６は閉じられてもよく、同軸ケーブル１０４はケーブルハウジング
１０６の後部１３８を通って装着されてもよい。
【００２０】
　ケーブルシールド１０８は、ケーブルハウジング１０６につながるように構成されてい
る。１つの例示的な実施形態において、ケーブルシールド１０８は金属材料（例えば、銅
材料または別の導体材料）から製造され、ケーブルサブアセンブリ１１１に電気的な遮蔽
を提供する。１つの例示的な実施形態において、ケーブルシールド１０８は、型打ち成形
された部品であってもよい。ケーブルシールド１０８は、側面１４０、１４２、および側
面１４０と１４２との間に広がる上部１４４を含む。窓１４６は、側面１４０、１４２を
通って開口している。ケーブルシールド１０８がケーブルハウジング１０６につながる際
、窓１４６は留め具１３４を受容する。
【００２１】
　ケーブルシールド１０８は、ケーブルシールド１０８の後部１５０において張力緩和部
（strain relief）１４８を含む。張力緩和部１４８は同軸ケーブル１４０につながるよ
うに構成され、ケーブルサブアセンブリ１１１と同軸ケーブル１０４との間に張力緩和部
を提供する。必要に応じて、張力緩和部１４８は同軸ケーブル１０４に圧着（crimp）し
てもよい。別の実施形態においては、他の固定方法を用いてケーブルシールド１０８を同
軸ケーブル１０４に固定してもよい。
【００２２】
　ケーブルシールド１０８は、ケーブルシールド１０８の前部１５４にスプリングフィン
ガー（spring finger）１５２を含む。スプリングフィンガー１５２はノーズ１２４に沿
って延在する。スプリングフィンガー１５２は、ケーブルシールド１０８がケーブルハウ
ジング１０６につながった際、外側導体１１６の露出部分と係合するように構成されてい
る。スプリングフィンガー１５２は外側導体１１６に対してばね付勢されてもよく、ケー
ブルシールド１０８と外側導体１１６との間で確実に電気的な接続が維持される。スプリ
ングフィンガー１５２は、ノーズ１２４に直接係合してもよい。１つの例示的な実施形態
において、スプリングフィンガー１５２は、外側導体１１６の前方にある絶縁体１１４に
係合するように構成されている。スプリングフィンガー１５２は絶縁体１１４を押しつけ
て、絶縁体１１４および導体１１２（図１で示す）を導体スロット１２６内に緊密に保持
する。
【００２３】
　図４は、１つの例示的な実施形態に従い形成されたケーブルサブアセンブリ１１１の正
面図である。図５は、ケーブルサブアセンブリ１１１の底面図である。図６は、ケーブル
サブアセンブリの側面図である。導体１１２は、ケーブルハウジング１０６のノーズ１２
４の周りからケーブルハウジング１０６の底部１２８へと巻き付いて示される。導体１１
２の露出部分は、回路基板１０２（図１に示す）に直接電気的に接続するように底部１２
８で露出する。
【００２４】
　導体１１２の露出部分は、導体１１２の露出部分の先端において連結界面（mating int
erface）１６０を含む。連結界面１６０は、回路基板１０２を押しつけられるように構成
されている。連結界面１６０は、回路基板１０２から分離可能である。連結界面１６０は
、回路基板１０２との間でのはんだ付け接続無しに、回路基板１０２と直接電気的に接続
する。連結界面１６０は、例えば接点または端子のような、その間に別の部材または界面
なしに、回路基板１０２と電気的に接続する。１つの界面は中心ワイヤー１１２と回路基
板１０２の信号用パッドとの間に規定される。
【００２５】
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　図５に示すように、導体１１２の端１６２はケーブルハウジング１０６に固定されてい
る。必要に応じて、ケーブルハウジング１０６は、導体１１２の端１６２を受容する堅穴
（well）１６４を含んでもよい。端１６２は、例えば、ケーブルハウジング１０６のプラ
スチック材料の変形、つば出し成形（dimpling）もしくはコイニングのような固定手段ま
たは機構（または特徴、features）により、エポキシ樹脂を用いる事により、または別の
部品を用いることにより、堅穴１６４内に固定されてもよい。
【００２６】
　図７は、ベースシェル１１０内に装着されているケーブルサブアセンブリ１１１を示す
同軸ケーブルアセンブリ１００を例示する。図８は、ベースシェル１１０内に装着されて
いるケーブルサブアセンブリ１１１を示す同軸ケーブルアセンブリ１００の側面図である
。ベースシェル１１０は、回路基板１０２の表面１７２につながれたベース１７０を含む
。必要に応じて、ベース１７０は表面１７２にはんだ付けされてもよい。別の実施形態に
おいて、ベース１７０は、他の手段または機構を用いて表面１７２に固定されてもよく、
例えば、ファスナー（または締結具、fasteners）、干渉タブおよび同様のものを用いて
もよい。ベースシェル１１０は、ベース１７０から延在する側壁１７４、１７６を含む。
【００２７】
　ベースシェル１１０は、ベースシェル１１０の前部１８０に近接するばねレバー１７８
を含む。空洞１８２は、側壁１７４、１７６およびばねレバー１７８との間に規定される
。空洞１８２は、ケーブルサブアセンブリ１１１を受容する。１つの例示的な実施形態に
おいて、ベースシェル１１０は、側壁１７４、１７６から空洞１８２内に延在する保持タ
ブ１８４を含む。保持タブ１８４は、ベースシェル１１０の後部に近接して位置する。保
持タブ１８４はケーブルサブアセンブリ１１１に係合するように構成され、ケーブルサブ
アセンブリ１１１は空洞１８２内に保持される。例えば、保持タブ１８４がケーブルハウ
ジング１０６の後部１３８に係合するように構成され、ケーブルサブアセンブリ１１１の
空洞１８２からの引き抜きを制限する。ひとたびケーブルサブアセンブリ１１１が空洞１
８２内に装着されると、保持タブ１８４はケーブルサブアセンブリ１１１の反発動作（re
ward movement）に抵抗する。
【００２８】
　ベースシェル１１０は、側壁１７４、１７６から延在するラッチ（または掛け金、latc
hes）１８８を含む。ラッチ１８８は、ケーブルサブアセンブリ１１１より上部の、ベー
スシェル１１０の蓋１９０を固定するように用いられる。蓋１９０は、ベースシェル１１
０の前部１８０から延在する。例示された実施形態において、蓋１９０は自在に回転でき
るようにベース１７０につながる。ケーブルサブアセンブリ１１１が空洞１８２内に装着
された後、蓋１９０は閉じられケーブルサブアセンブリ１１１を空洞１８２内に保持する
。カバー１９０は、ラッチ１８８と相互に作用して蓋１９０を側壁１７４、１７６に固定
するラッチタブ（latching tab）１９２を含む。必要に応じて、蓋１９０はケーブルサブ
アセンブリ１１１に押しつけて、ケーブルサブアセンブリ１１１を回路基板１０２に対し
て押しつけてもよい。
【００２９】
　１つの例示的な実施形態において、蓋１９０は、ケーブルシールド１０８にばね付勢す
るように構成されている接地フィンガー（grounding finger）１９４を含む。接地フィン
ガー１９４は、ベースシェル１１０をケーブルシールド１０８に電気的に接続する。接地
フィンガー１９４は、ケーブルサブアセンブリ１１１の上部に対してばね力を与え、ケー
ブルサブアセンブリを回路基板１０２に対して下向きに押しつけることができる。
【００３０】
　組立の際、ケーブルサブアセンブリ１１１はベースシェル１１０内に挿入される。必要
に応じて、ケーブルサブアセンブリ１１１は空洞１８２内に斜めに装着し、それから最終
位置へ回転してもよい。ノーズ１２４は、ばねレバー１７８の下の空洞１８２内に装着さ
れる。ばねレバー１７８はノーズ１２４の上部に係合し、ケーブルサブアセンブリ１１１
を回路基板１０２に下向きに押しつける。１つの例示的な実施形態において、ばねレバー
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１７８はケーブルシールド１０８上のスプリングフィンガー１５２に係合し、ベースシェ
ル１１０をケーブルシールド１０８に電気的に接続する。１つの例示的な実施形態におい
て、ばねレバー１７８は、ワイヤー１１２（図２に示す）の露出部分の直上のケーブルサ
ブアセンブリ１１１に、下向きに垂直な力を与え、中心ワイヤー１１２を回路基板１０２
（例えば、回路基板１０２の信号用パッド）に押しつける。中心ワイヤー１１２と回路基
板１０２との間で、押し込み可能な接続がなされる。押し込みは、少なくとも一部分にお
いて、ばねレバー１７８により与えられる。
【００３１】
　図９は、同軸ケーブルアセンブリ１００の側面図である。図１０は、同軸ケーブルアセ
ンブリ１００の断面図である。ひとたび組み立てられると、ケーブルサブアセンブリ１１
１は、ベースシェル１１０によって空洞１８２内に保持される。蓋１９０はケーブルサブ
アセンブリ１１１の上部を押しつけ、ケーブルサブアセンブリ１１１を空洞１８２内に保
持する。保持タブ１８４はケーブルハウジング１０６の後方に延在し、ケーブルサブアセ
ンブリ１１１を空洞１８２内に保持する。
【００３２】
　同軸ケーブルアセンブリ１００は、回路基板１０２に電気的に接続する。導体１１２の
露出部分は回路基板１０２に直接係合する。同軸ケーブル１０４はノーズ１２４に巻き付
く。導体１１２の端１６２は堅穴１６４に受容され、その中で固定される。連結界面１６
０は、導体１１２の先端または最下点において規定される。
【００３３】
　１つの例示的な実施形態において、ケーブルハウジング１０６は頭頂部１９６を含む。
導体１１２は頭頂部１９６の周りに曲げられ、回路基板１０２と直接電気的に接続するよ
うに配置される。１つの例示的な実施形態において、ケーブルハウジング１０６は、後部
１３８に近接する足１９８を含む。足１９８は、回路基板１０２と平行に、ケーブルハウ
ジング１０６の底部１２８に配置する。１つの例示的な実施形態において、足１９８は、
回路基板１０２に載置されるため連結界面１６０と同一平面上にある。
【００３４】
　図１１は、１つの例示的な実施形態に従い形成したケーブルサブアセンブリ２１１の分
解図である。ケーブルサブアセンブリ２１１は、同軸ケーブルアセンブリ２００（図１２
に示す）の一部として用いられる。ケーブルサブアセンブリ２１１は、ケーブルサブアセ
ンブリ１１１（図１に示す）と同様であるが、ケーブルサブアセンブリ２１１は、回路基
板の信号用パッドへ直接電気的終端処理をするために、ケーブルハウジングの内部に保持
される中心ワイヤーのかぎ形状の端を含み、ケーブルサブアセンブリ１１１のようにケー
ブルハウジングの前部に巻き付けられることとは対照的である。
【００３５】
　図１２は、同軸ケーブルアセンブリ２００の断面図である。同軸ケーブルアセンブリ２
００は回路基板２０２に直接つながり、その間を媒介するコネクターを必要としない。同
軸ケーブルアセンブリ２００は、同軸ケーブル２０４、ケーブルハウジング２０６、ケー
ブルシールド２０８およびベースシェル２１０を含む。同軸ケーブル２０４、ケーブルハ
ウジング２０６およびケーブルシールド２０８は、ベースシェル２１０に挿入されるよう
に構成されているケーブルサブアセンブリ２１１を規定し、同軸ケーブル２０４を回路基
板２０２に電気的に終端処理する。ベースシェル２１０は回路基板２０２に直接載置され
る。同軸ケーブル２０４はケーブルハウジング２０６内で受容され、ケーブルシールド２
０８はケーブルハウジング２０６につながれて、同軸ケーブル２０４に電気的な遮蔽を提
供する。
【００３６】
　図１１に戻り、同軸ケーブル２０４は導体２１２、導体２１２を取り囲む絶縁体２１４
、絶縁体２１４を取り囲む外側導体２１６および外側導体２１６を取り囲む外部被覆２１
８を含む。１つの例示的な実施形態において、導体２１２は同軸ケーブル２０４の中心ワ
イヤーによって規定され、以降、中心ワイヤー２１２として呼んでよい。中心ワイヤー２
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１２は、回路基板２０２(図１２に示す)に直接電気的に接続するように、同軸ケーブル２
０４の終端２２０で露出する。中心ワイヤー２１２の露出部分は、ケーブルハウジング２
０６への装着のため、および分離可能な連結界面における回路基板２０２への直接つなが
るために、所定の形状に曲げられる。１つの例示的な実施形態において、中心ワイヤー２
１２はかぎ形状に曲げられる。中心ワイヤー２１２の露出部分はＵ字形状に曲げられても
よく、端部は同軸ケーブル２０４のケーブルの軸方向に大まかに垂直に延在する。
【００３７】
　ケーブルハウジング２０６は、同軸ケーブル２０４を受容するケーブルチャネル２２２
を含む。ケーブルハウジング２０６は、ケーブルハウジング２０６の前端でノーズ２２４
を含む。導体スロット２２６はノーズ２２４において提供される。必要に応じて、導体ス
ロット２２６は内側に開口してもよく、ノーズ２２４の前部は導体スロット２２６の前方
で閉じてもよい。導体スロット２２６は、ノーズ２２４を通る内部通路である。導体スロ
ット２２６は中心ワイヤー２１２を受容し、絶縁体２１４の一部を受容してもよい。必要
に応じて、導体スロット２２６は外側導体２１６の一部を受容してもよい。図１２に示す
ように、組立の際、中心ワイヤー２１２の露出部分はノーズ２２４の内部の導体スロット
２２６の表面によって規定される頭頂部２９６の周りに引っかけられる。頭頂部２９６は
、ケーブルハウジング２０６の底部２２８の近くに位置し、頭頂部２９６は中心ワイヤー
２１２のＵ字形状の一部を受容する。必要に応じて、中心ワイヤー２１２は、事前に曲げ
られるよりもむしろ、組立中に頭頂部２９６に巻き付けられてもよい。ケーブルハウジン
グ２０６は、頭頂部２９６の前方に堅穴２６４を含み、中心ワイヤー２１２の端２６２を
受容する。端２６２は堅穴２６４内に固定されてもよい。
【００３８】
　ケーブルハウジング２０６は、向かい合った側面２３０、２３２を含む。側面２３０、
２３２は、そこから外側に広がる留め具２３４を有する。留め具２３４は、ケーブルシー
ルド２０８をケーブルハウジング２０６に固定するように用いられる。側面２３０、２３
２は、ケーブルハウジング２０６の上部２３６にまで延在する。１つの例示的な実施形態
において、ケーブルチャネル２２２は上部２３６を通って開口しており、同軸ケーブル２
０４は開口した上部２３６を通ってケーブルチャネル２２２の上に装着されてもよい。あ
るいは、上部２３６は閉じていてもよく、同軸ケーブル２０４はケーブルハウジング２０
６の後部２３８を通って装着されてもよい。
【００３９】
　ケーブルシールド２０８は、ケーブルハウジング２０６につながるように構成されてい
る。１つの例示的な実施形態において、ケーブルシールド２０８は金属材料（例えば、銅
材料または別の導体材料）から製造され、同軸ケーブルアセンブリ２００に電気的な遮蔽
を提供する。１つの例示的な実施形態において、ケーブルシールド２０８は、型打ち成形
された部品であってもよい。ケーブルシールド２０８は、側面２４０、２４２、および側
面２４０と２４２との間に広がる上部２４４を含む。側面２４０、２４２は側面２３０、
２３２と平行に延在し、ケーブルハウジング２０６上のケーブルシールド２０８を留める
（clip）。留め具２３４は側面２４０、２４２の後方に位置し、ケーブルハウジング２０
６が後方にすべり外れないようにケーブルシールド２０８を保持する。
【００４０】
　ケーブルシールド２０８は、ケーブルシールド２０８の後部２５０に張力緩和部２４８
を含む。ケーブルシールド２０８は、ケーブルシールド２０８がケーブルハウジング２０
６につながる際、外側導体２１６の露出部分と係合するように構成されているスプリング
フィンガー２５２を含む。
【００４１】
　図１２を参照して、ベースシェル２１０は、ベースシェル２１０の前部２８０に近接す
るばねレバー２７８を含む。空洞２８２は、ベースシェル２１０によって規定される。空
洞２８２はケーブルサブアセンブリ２１１を受容する。ばねレバー２７８は、ノーズ２２
４の上部と係合し、ケーブルサブアセンブリ２１１を回路基板２０２に下向きに押しつけ



(10) JP 5798158 B2 2015.10.21

10

20

30

40

50

る。１つの例示的な実施形態において、ばねレバー２７８はケーブルシールド２０８と係
合し、ベースシェル２１０をケーブルシールド２０８に電気的に接続する。１つの例示的
な実施形態において、ばねレバー２７８は、中心ワイヤー２１２の露出部分の直上部のケ
ーブルサブアセンブリ２１１に下向きに垂直な力を与え、中心ワイヤー２１２を回路基板
２０２（例えば、回路基板２０２の信号用パッド）に押し付ける。中心ワイヤー２１２と
回路基板２０２との間で、押し込み可能な接続がなされる。押し込みは、少なくとも一部
分において、ばねレバー２７８により与えられる。
【００４２】
　ケーブルサブアセンブリ２１１が空洞２８２に装着された後、蓋２９０は閉じられ、ケ
ーブルサブアセンブリ２１１を空洞２８２内に保持する。蓋２９０は、ケーブルシールド
２０８にばね付勢するように構成されている接地フィンガー２９４を含む。接地フィンガ
ー２９４は、ベースシェル２１０をケーブルシールド２０８に電気的に接続する。接地フ
ィンガー２９４は、ケーブルサブアセンブリ２１１の上部に対してばね力を与え、ケーブ
ルサブアセンブリを回路基板２０２に対して下向きに押しつけることができる。
【００４３】
　図１３は、１つの例示的な実施形態に従って形成したケーブルサブアセンブリ２１１の
正面図である。図１４は、ケーブルサブアセンブリ２１１の正面斜視図である。図１５は
、ケーブルサブアセンブリ２１１の側面図である。図１６は、ケーブルサブアセンブリ２
１１の底面図である。導体２１２は、回路基板２０２（図１２に示す）に直接電気的に接
続するように、ケーブルハウジング２０６の底部２２８に沿って露出して示される。
【００４４】
　導体２１２の露出部分は、導体２１２の露出部分の先端において連結界面２６０を含む
。連結界面２６０は、回路基板２０２に押しつけられるように構成されている。連結界面
２６０は、回路基板２０２から分離可能である。連結界面２６０は、回路基板２０２との
間でのはんだ付け接続無しに、回路基板２０２と直接電気的に接続する。連結界面２６０
は、例えば接点または端子のような、その間に別の部材また界面なしに、回路基板２０２
と電気的に接続する。１つの界面は中心ワイヤー２１２と回路基板２０２の信号用パッド
との間に規定される。
【００４５】
　図１７は、１つの例示的な実施形態に従って形成したケーブルサブアセンブリ３１１の
分解図である。ケーブルサブアセンブリ３１１は、同軸ケーブルアセンブリ３００（図１
８に示す）の一部として用いられる。ケーブルサブアセンブリ３１１は、ケーブルサブア
センブリ１１１（図１に示す）と同様であるが、ケーブルサブアセンブリ３１１は、中心
ワイヤー３１２とくさび状の接触部３１３の両方により規定され、回路基板の信号用パッ
ドに直接電気終端処理をするためにケーブルハウジングによって保持される導体３０１を
含み、中心ワイヤーのみによって規定される導体１１２（図２に示す）とは対照的である
。
【００４６】
　図１８は、同軸ケーブルアセンブリ３００の断面図である。同軸ケーブルアセンブリ３
００は、その間に中間コネクターを必要とすることなく回路基板３０２に直接つながる。
同軸ケーブルアセンブリ３００は同軸ケーブル３０４、ケーブルハウジング３０６、ケー
ブルシールド３０８およびベースシェル３１０を含む。同軸ケーブル３０４、ケーブルハ
ウジング３０６およびケーブルシールド３０８は、ベースシェル３１０に挿入されるよう
に構成されているケーブルサブアセンブリ３１１を規定し、回路基板３０２に導体３０１
を電気的な終端処理をする。ベースシェル３１０は回路基板３０２に直接載置される。同
軸ケーブル３０４およびくさび状の接触部３１３はケーブルハウジング３０６内で受容さ
れ、ケーブルシールド３０８はケーブルハウジング３０６につながり、同軸ケーブル３０
４およびくさび状の接触部３１３に電気的な遮蔽を提供する。
【００４７】
　図１７に戻り、同軸ケーブル３０４は中心ワイヤー３１２、中心ワイヤー３１２を取り
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囲む絶縁体３１４、絶縁体３１４を取り囲む外側導体３１６、および外側導体３１６を取
り囲む外部被覆３１８を含む。中心ワイヤー３１２は、くさび状の接触部３１３に直接電
気的に接続するように、同軸ケーブル３０４の終端３２０において露出する。必要に応じ
て、くさび状の接触部３１３は中心ワイヤー３１２に圧着されてもよい。あるいは、くさ
び状の接触部３１３は中心ワイヤー３１２に、はんだ付けまたは他の電気的および／また
は機械的につながれてもよい。くさび状の接触部３１３はその端部に、回路基板３０２（
図１８に示す）に直接電気的に接続するように構成されている連結界面３６０を有する。
くさび状の接触部３１３は、中心ワイヤー３１２の端部３６４を受容するワイヤーバレル
（wire barrel）３６２を有する。くさび状の接触部３１３は、ワイヤーバレル３６２か
ら延在する連結タブ（mating tab）３６６を有する。連結タブ３６６の端部は、連結界面
３６０を規定する。必要に応じて、くさび状の接触部３１３は型打ち成形されてもよい。
くさび状接触部３１３を締まり嵌めによってケーブルハウジング３０６内に固定するよう
に、くさび状接触部３１３はくさび形状を有してもよい。くさび状接触部３１３は、連結
界面３６０においてくさび形状を有して、ケーブルサブアセンブリ３１１をベースシェル
３１０内に装着している間、連結界面３６０を回路基板３０２に押し込んでもよい。
【００４８】
　ケーブルハウジング３０６は、同軸ケーブル３０４を受容するケーブルチャネル３２２
を含む。ケーブルハウジング３０６は、ケーブルハウジング３０６の前端部においてノー
ズ３２４を含む。導体スロット３２６は、ノーズ３２４において提供される。必要に応じ
て、前部を通るくさび状接触部３１３を受容するために、導体スロット３２６はノーズ３
２４の前部において開口していてもよい。導体スロット３２６は、前部とケーブルチャネ
ル３２２との間で開口していてもよく、くさび状接触部３１３を中心ワイヤー３１２に終
端処理するために中心ワイヤー３１２がケーブルチャネル３２２から導体スロット３２６
へ通り抜けることができる。導体スロット３２６は中心ワイヤー３１２を受容し、絶縁体
３１４の一部を受容してもよい。必要に応じて、導体スロット３２６は外側導体３１６の
一部を受容してもよい。
【００４９】
　ケーブルハウジング３０６は向かい合った側面３３０、３３２を含む。側面３３０、３
３２は、そこから外側に広がる留め具３３４を有する。留め具３３４は、ケーブルシール
ド３０８をケーブルハウジング３０６に固定するように用いられる。側面３３０、３３２
はケーブルハウジング３０６の上部３３６にまで延在する。１つの例示的な実施形態にお
いて、ケーブルチャネル３２２は上部３３６を通って開口し、同軸ケーブル３０４は開口
した上部３３６を通ってケーブルチャネル３２２の上に装着されてもよい。あるいは、上
部３３６は閉じられてもよく、同軸ケーブル３０４はケーブルハウジング３０６の後部３
３８を通って装着されてもよい。
【００５０】
　ケーブルシールド３０８は、ケーブルハウジング３０６につながるように構成されてい
る。１つの例示的な実施形態において、ケーブルシールド３０８は金属材料（例えば、銅
材料または別の導体材料）から製造され、同軸ケーブルセンブリ３００に電気的な遮蔽を
提供する。１つの例示的な実施形態において、ケーブルシールド３０８は、型打ち成形さ
れた部品であってもよい。ケーブルシールド３０８は、側面３４０、３４２、および側面
３４０と３４２との間に広がる上部３４４を含む。側面３４０、３４２は側面３３０、３
３２と平行に延在し、ケーブルハウジング３０６上のケーブルシールド３０８を留める。
留め具３３４は側面３４０、３４２の後方に位置し、ケーブルハウジング３０６が後方に
すべり外れないようにケーブルシールド３０８を保持する。
【００５１】
　ケーブルシールド３０８は、ケーブルシールド３０８の後部３５０に張力緩和部３４８
を含む。ケーブルシールド３０８は、ケーブルシールド３０８がケーブルハウジング３０
６につながる際、外側導体３１６の露出部分と係合するように構成されているスプリング
フィンガー３５２を含む。
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【００５２】
　図１８を参照して、ベースシェル３１０は、ベースシェル３１０の前部３８０に近接す
るばねレバー３７８を含む。空洞３８２は、ベースシェル３１０によって規定される。空
洞３８２はケーブルサブアセンブリ３１１を受容する。ばねレバー３７８は、ノーズ３２
４の上部と係合し、ケーブルサブアセンブリ３１１を回路基板３０２に下向きに押しつけ
る。１つの例示的な実施形態において、ばねレバー３７８はケーブルシールド３０８と係
合し、ベースシェル３１０をケーブルシールド３０８と電気的に接続する。１つの例示的
な実施形態において、ばねレバー３７８は、くさび状接触部３１３の露出部分の直上部の
ケーブルサブアセンブリ３１１に下向きに垂直な力を与え、くさび状接触部３１３を回路
基板３０２（例えば、回路基板３０２の信号用パッド）に押し付ける。くさび状接触部３
１３と回路基板３０２との間で、押し込み可能な接続がなされる。押し込みは、少なくと
も一部分において、ばねレバー３７８により与えられる。
【００５３】
　ケーブルサブアセンブリ３１１が空洞３８２に装着された後、蓋３９０は閉じられ、ケ
ーブルサブアセンブリ３１１を空洞３８２内に保持する。蓋３９０は、ケーブルシールド
３０８にばね付勢するように構成されている接地フィンガー３９４を含む。接地フィンガ
ー３９４は、ベースシェル３１０をケーブルシールド３０８に電気的に接続する。接地フ
ィンガー３９４は、ケーブルサブアセンブリ３１１の上部に対してばね力を与え、ケーブ
ルサブアセンブリを回路基板３０２に対して下向きに押しつけることができる。
【００５４】
　図１９は、１つの例示的な実施形態に従って形成したケーブルサブアセンブリ３１１の
正面図である。図２０は、ケーブルサブアセンブリ３１１の側面図である。導体３０１は
、回路基板３０２（図２０に示す）に直接電気接続するために、ケーブルハウジング３０
６の底部３２８に沿って露出して示される。
【００５５】
　くさび状接触部３１３は、回路基板３０２に押し込まれるように構成されている導体３
０１の露出部分を規定する。連結界面３６０は、回路基板３０２から分離可能である。連
結界面３６０は、回路基板３０２との間でのはんだ付け接続無しに、回路基板３０２と直
接電気につながる。連結界面３６０は、例えば連結接点または連結端子のような、その間
に別の部材または界面なしに、回路基板３０２と電気的に接続する。２つの界面のみが中
心ワイヤー３１２と回路基板３０２の信号用パッドとの間に規定されるが、すなわち、中
心ワイヤー３１２とくさび状接触部３１３との間の界面と、くさび状接触部３１３と回路
基板３０２の信号用パッドとの間の界面である。
【００５６】
　当然のことながら、上述したことは例示であって、限定するものではないことを意図す
る。例えば、上述の実施形態（および／またはその態様）は、互いに組み合わせて用いて
もよい。さらに、特定の状況または材料に適応するように、本範囲から逸脱することなく
多くの改良が本発明の内容に対してなされてもよい。寸法、材料の種類、様々な成分の配
向性、ならびに本明細書に記載される様々な成分の数および配置は、ある実施形態のパラ
メータを規定するように意図され、また決して限定的ではなく、単なる例示的な実施形態
である。他の多くの実施形態、ならびに本発明の精神および請求の範囲内での改良は、当
業者が上述のことを考察するにあたり明白である。従って、本発明の範囲は添付の請求項
を参照して、加えてこのような権利を付与される請求項と均等な全ての請求の範囲ととも
に決定されるべきである。添付する請求項における、“～を含む（including）”および
“ｉｎ　ｗｈｉｃｈ”は、平易な英語で言うところ、それぞれ“～を含む（comprising）
”および“ｗｈｅｒｅｉｎ”と同等の意味で用いられる。さらに、次の請求項で、“第１
の”、“第２の”および“第３の”等の用語は、単なる分類として用いられ、その対象に
数的な条件を与えることを意図していない。

　なお、本発明の実施形態は以下の態様を含む。
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・態様１：
　同軸ケーブルアセンブリであって、導体が露出している終端を有する同軸ケーブルと、
前記同軸ケーブルを保持し、前記露出した導体を受容する導体スロットを有するケーブル
ハウジングと、前記ケーブルハウジングにつながり、前記同軸ケーブルの前記終端に電気
的な遮蔽を提供するケーブルシールドと、を含み、前記ケーブルハウジングが回路基板に
つながるように構成され、前記露出した導体が前記回路基板の信号用パッドに電気的に接
続するように直接係合する、同軸ケーブルアセンブリ。

・態様２：
　前記導体が、分離可能な界面において前記回路基板の前記信号用パッドに直接つながる
ように構成されている、態様１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様３：
　前記導体が、前記同軸ケーブルの中心ワイヤーを含み、前記信号用パッドに直接係合す
るように前記中心ワイヤーが前記導体スロット内で保持されている、態様１に記載の同軸
ケーブルアセンブリ。

・態様４：
　前記導体が、前記同軸ケーブルの中心ワイヤーと前記中心ワイヤーに終端処理されるく
さび状の接触部とを含み、前記信号用パッドに直接係合するように前記くさび状の接触部
が前記導体スロット内に保持されている、態様１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様５：
　前記ケーブルハウジングが前記ケーブルハウジングの端部においてノーズを含み、前記
導体スロットが前記ノーズにおいて提供され、前記信号用パッドに直接載置されるように
前記導体が前記ノーズにおいて露出している、態様１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様６：
　前記ケーブルハウジングが、前記回路基板に対してばね付勢されるように構成され、前
記ケーブルハウジングが前記回路基板につながれる際に前記露出した導体が前記信号用パ
ッドに対して押しつけられている、態様１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様７：
　前記ケーブルシールドが前記同軸ケーブルの外側導体に電気的に接続されている、態様
１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様８：
　前記ケーブルハウジングが前記ケーブルシールド内に頭頂部を含み、前記導体が前記同
軸ケーブルの中心ワイヤーを含み、前記中心ワイヤーが前記頭頂部の周りで曲げられ、前
記信号用パッドに対して押しつけられるように構成された先端を規定する、態様１に記載
の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様９：
　前記回路基板に載置されるように構成されているベースシェルをさらに含み、前記ベー
スシェルが、前記露出した導体を前記信号用パッドに押しつけるように前記ケーブルハウ
ジングおよび前記ケーブルシールドの少なくとも１つに対してばね付勢されるばねレバー
を含む、態様１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様１０：
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　前記ケーブルハウジングが前記回路基板に対向するように構成されている底部を含む、
態様１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

・態様１１：
　前記ベースシェルが前記回路基板の前記信号用パッド上の前記回路基板につながるよう
に構成され、前記ベースシェルが空洞を有し、前記ケーブルハウジングおよびケーブルシ
ールドが前記ベースシェルの前記空洞内に装着され、前記ベースシェルが前記ケーブルハ
ウジングを保持している、態様１に記載の同軸ケーブルアセンブリ。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１３】
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